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【報告集計にあたっての注意点】

・　病院ごとで回答者数も異なり、数値の意味合いも異なるため、解析は全体をまとめて行いました。

・　構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはなりません。

・　全体の回答者数と当該の質問に適切に回答された人数が異なる場合があるため、各質問項目に有効な回答をしていただ

　　いた方の総数を母数として、項目ごとの回答構成比率を示しました。
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調査の概要

調査協力病院に通院または入院している18歳以上の滋賀県在住のがん患者

１）調査目的

滋賀県在住で県内のがん診療連携拠点病院・地域がん診療病院・がん診療連携支援病院に入院または通院す

る18歳以上のがん患者に対して、受療状況、暮らしや医療に対する満足度やがん医療に関する認知度などの

項目を質問紙法（アンケート調査）によって収集し、滋賀県のがん患者の実情を明らかにすることで、県が

取り組むべき課題を明確化し、具体的な対策に役立てること、また、県内のがん患者の姿をまとめ、公表す

ることで、県民の「がん」への関心と理解を深めることを目的とする。

2,060

1,853

950

51.30%

２）実施主体

３）調査協力機関

４）調査方法

５）調査期間

６）調査対象者

７）調査票配布・回収数

回収率（回収数／実配布数）

事前配布数

実配布数

回収数

滋賀県

滋賀県がん患者団体連絡協議会

がん診療連携拠点病院・地域がん診療病院・滋賀県がん診療連携支援病院

・無記名アンケート調査

・各病院に入院または通院しているがん患者に対して、医師または看護師が、滋賀県がん

　　患者調査事業の協力を依頼し、調査票と返信用封筒が入った封筒を配布する。

・調査票を受け取ったがん患者は、調査票に記入し、同封の返信用封筒により、調査票を

　　郵送する。

・返信用封筒の宛先は滋賀県健康医療福祉部健康寿命推進課とした。

令和元年１０月から１１月末日（返信先締め切り12月末日まで）

調査の概要___p.01


